
平成28年広
報

　４月６日、町内の小中学校で入学式が行われ、小学校で
は、乙部26人、栄浜４人が、乙部中学校では26人が入学し
ました。
　今年度は、残念ながら明和小学校では新入学児童がいま
せんでしたが、新入学の児童生徒たちは、新たな環境での
生活への期待で胸をふくらませていました。
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元気いっぱいに笑顔で入学
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〜
活
力
と
希
望
の
持
て
る
豊
か
で

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
〜

平成 28 年度

町政執行方針
乙 部 町

※この町政執行方針は、 
平成 28 年 3 月 9 日開会
の第 1 回町議会定例会
で、冒頭に町長が述べた
ものです。

町政執行方針を述べる寺島町長

　

平
成
二
十
八
年
乙
部
町
議
会
第

１
回
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年

度
予
算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議

員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

長
引
い
た
国
内
経
済
も
よ
う
や

く
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い

ま
す
が
、
地
方
は
依
然
と
し
て
景

気
の
回
復
は
見
ら
れ
ず
、
国
は
、

地
方
の
人
口
減
少
や
地
域
活
性

化
、
雇
用
の
維
持
創
出
等
を
図
る

た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
打
ち
出
し
て
お

り
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
適
切
な
対
策
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
行
財

政
改
革
の
推
進
を
始
め
、
各
種
補

助
制
度
の
活
用
を
図
る
な
ど
、
合

理
的
事
務
の
推
進
と
産
業
の
振

興
、医
療
、福
祉
の
充
実
、更
に
は
、

生
活
基
盤
・
環
境
の
整
備
、
防
災

対
策
な
ど
各
般
に
亘
る
施
策
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
五
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
本
年
も
新
た
な
気
持
ち
を

も
っ
て
、
活
力
と
希
望
の
持
て
る

豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済

や
雇
用
不
安
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
夢

と
希
望
の
も
て
る
豊
か
で
住
み
良

い
郷
土
乙
部
町
の
発
展
を
め
ざ
し

て
、
次
の
３
つ
の
基
本
的
姿
勢
の

も
と
で
、
町
政
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

※　

町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す

　

る
町
民
本
位
の
町
政

※　

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参

　

加
で
き
る
清
潔
公
正
で
民
主
的

　

な
町
政

※　

健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と
希

　

望
の
も
て
る
町
づ
く
り

　

過
去
三
十
三
年
間
の
町
政
を
振

り
返
っ
て
み
て
、
町
政
の
根
幹
は

豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
、
住
民

生
活
が
安
定
充
実
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
は
町
民
本
位
の

町
政
を
進
め
、
町
民
が
お
互
い
理

解
し
協
力
し
た
中
で
、
心
を
一
つ

に
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
と
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
お
互
い
知
恵
を
出

し
合
い
、
町
財
政
の
健
全
化
を
堅

持
し
つ
つ
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と
と
も

は
じ
め
に

Ⅰ 

町
政
の
基
本
的
姿
勢

　平成 27 年度か
ら平成 31 年度ま
での期間で、乙部
町まち・ひと・し
ごと総合戦略を策
定しました。この
戦略では、人材育
成や産業振興など
の重点戦略を軸に
地方創生に向けた
施策を計画的に推
進します。

総合戦略の策定

　雇用の場の確保
のため、第 1 次産
業の育成や、水産
加工場など様々な
企業の誘致を進め
てきました。今後
さらに町全体での
6 次 産 業 化 な ど、
地域の特性を活か
した産業の育成に
取り組みます。

地域産業の育成と誘致
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に
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
住
ん

で
良
か
っ
た
、
町
民
と
し
て
誇
り

を
も
て
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
っ
て
、
国
民
生
活
や
雇

用
不
安
等
を
解
消
す
べ
き
景
気
対

策
等
、
各
種
の
経
済
対
策
等
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
は
依

然
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
政

府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・

創
生
総
合
戦
略
」
を
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
乙
部
町
と
し
て
も

「
乙
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人

材
育
成
、
地
域
産
業
振
興
、
観
光

振
興
、
企
業
立
地
等
を
重
点
戦
略

と
し
て
、
今
後
の
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
財
政
支
援
制
度
等

の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
創
生
総
合
戦
略
及
び

町
づ
く
り
計
画
等
を
踏
ま
え
、
人

口
減
少
対
策
、
雇
用
対
策
、
更
に

は
産
業
振
興
対
策
等
を
重
要
課
題

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
自

立
心
の
強
い
自
治
体
経
営
を
目
指

し
て
、
将
来
の
世
代
に
責
任
を
持

て
る
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
最
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
活
力
と
創
造

性
あ
る
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
農
林
・
水
産
業
の
振

興
と
地
域
資
源
の
活
用
を
図
る
な

ど
、
積
極
的
に
支
援
し
、
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
再
生
プ
ラ

ン
も
着
実
に
成
果
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
、
新
た
な
作
物
の

導
入
は
も
と
よ
り
、
後
継
者
や
担

い
手
対
策
等
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
は
、
ス
ケ
ソ
ウ
漁

や
イ
カ
漁
な
ど
の
不
振
に
よ
り
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
サ
ケ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
ニ

シ
ン
な
ど
育
て
る
漁
業
の
集
中
的

投
資
及
び
ス
ケ
ソ
ウ
漁
か
ら
イ
カ

漁
へ
の
転
換
支
援
な
ど
積
極
的
に

推
進
す
る
と
共
に
、
二
次
加
工
な

ど
付
加
価
値
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
地
域
の
活
性
化
と
雇

用
の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、
既

存
産
業
の
育
成
強
化
と
、
新
た
な

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、
新
た
に
民
間
経

営
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

工
場
も
本
格
操
業
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
の
新
幹
線
開
業
を

踏
ま
え
、
宿
泊
施
設
（
光
林
荘
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な

ろ
）
と
の
連
携
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
農
林
業

①
生
産
者
団
体
の
育
成
、強
化（
後

　

継
者
、
担
い
手
の
育
成
・
支
援
）

②
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ

　

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
豆
、
地
力
増

　

進
等
）

③
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

　

産
（
高
設
イ
チ
ゴ
、
立
茎
ア
ス

　

パ
ラ
）

④
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

　

の
推
進

⑤
林
道
整
備
事
業
の
推
進
（
村
山

　

緑
線
、
魚
つ
き
の
森
線
、
館
浦

　

町
有
林
一
号
線
、汐
見
栄
豊
線
）

⑥
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

　

業
の
拡
大

⑦
は
ち
み
つ
の
里
の
森
づ
く
り
事

　

業
及
び
集
落
支
援
事
業
の
推
進

（
２
）
漁　

業

①
水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
南

　

部
・
魚
礁
）

②
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

　

業
｛
乙
部
漁
港
（
乙
部
地
区
、

　

元
和
地
区
）
豊
浜
漁
港
｝

③
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

ア
）　

ナ
マ
コ
種
苗
生
産
施
設
、

　
　
　

  

サ
ケ
稚
魚
飼
育
施
設
の

　
　
　

  

整
備

　

イ
）　

サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ナ
マ

　
　
　

  

コ
等
の
種
苗
放
流
事
業

　

ウ
）　

ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ

　
　
　

  

コ
等
増
養
殖
事
業

　

エ
）　

磯
焼
け
対
策
の
取
り
組

　
　
　

  

み
（
藻
場
造
成
等
）　

④
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ

　

ト
ウ
ダ
ラ
、
ナ
マ
コ
等
）

２
．
活
力
あ
る
産
業
の
育

　
　

成
と
働
く
場
の
確
保

　高収益が見込め
る立茎アスパラ・
高設イチゴを軸に
して、持続可能な
農業を目指してき
ました。今後も新
た な 作 物 の 導 入、
担い手の育成強化
を行い、農業経営
の更なる安定強化
を目指します。

農林業の振興

　 ナ マ コ や ウ ニ、
サケの増養殖を行
うことで「育てる
漁業」の推進をは
かります。漁業経
営の安定化を目指
し、ナマコ種苗生
産施設やサケ稚魚
飼育施設の整備を
進めていきます。

漁業の振興

１
．
自
立
心
の
強
い
自
治

　
　

体
経
営
の
確
立

Ⅱ 

町
政
の
課
題
と
主
な
施
策
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（
３
）
商
工
・
観
光

①
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

　

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工
の

　

推
進 

②
既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

③
観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活

　

用
（
１
観
光
拠
点
整
備
事
業
、

　

宿
泊
施
設
と
の
連
携
）　　
　

④
特
産
品
の
開
発
、
販
路
拡
大
支

　

援
事
業
の
推
進　

⑤
新
た
な
製
造
業
の
進
出
と
雇
用

　

の
場
の
確
保

⑥
東
京
大
田
区
と
の
連
携
事
業
の

　

推
進
（
地
方
創
生
広
域
事
業
）

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町

民
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
の
心
を
も
っ
て
助
け
合
い
、

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
、
調
和
の

と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進

し
て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

①
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

　

院
経
営
、
医
師
の
確
保
等
）

②
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

　

進

③
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

　
（
特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
が

　

ん
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教

　

育
等
）

④
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進　

　
（
介
護
支
援
・
予
防
事
業
等
の

　

推
進
）

⑤
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
保

　

育
料
軽
減
、
学
童
保
育
、
入
学

　

児
童
支
援
等
）

⑤
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
（
健

　

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
連

　

携
）

⑥
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
事
業

　

の
推
進
（
広
域
事
業
）

⑦
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
イ
事
業
の
推
進
（
地
方

　

創
生
広
域
事
業
）

（
２
）
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実

①
海
岸
、
河
川
、
山
地
等
の
保
全

②
生
活
道
路
の
整
備
（
町
内
街
灯

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
）

③
下
水
道
の
整
備
及
び
合
併
処
理

　

浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
の
推
進

④
防
災
施
設
・
設
備
の
整
備
（
防

　

災
用
資
機
材
等
整
備
）　

⑤
廃
棄
物
対
策
の
推
進
（
ご
み
、

　

し
尿
等
）

（
３
）
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
教
育
施
設
等
の
整
備
（
乙
部
小

　

学
校
大
規
模
改
修
実
施
設
計
）

②
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
学

　

校
給
食
費
助
成
）

③
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

　

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

（
４
）
ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

　

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
を
深

め
、
情
報
発
信
や
ふ
る
さ
と
寄
附

金
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案

事
業
は
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
乙

部
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
や
生

活
施
設
、
公
営
住
宅
等
の
整
備
に

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

①
公
営
住
宅
整
備
事
業
（
緑
町
地

　

区
二
棟
六
戸
・
実
施
設
計
）

②
乙
部
小
学
校
大
規
模
改
修
（
実

　

施
設
計
）

③
町
道
改
良
事
業
及
び
橋
梁
長
寿

　

命
化
事
業

④
林
道
整
備
事
業

⑤
公
共
下
水
道
事
業
（
汚
水
管
・

　

栄
浜
地
区
）
及
び
乙
部
浄
化
セ

　

ン
タ
ー
電
気
設
備
等
更
新
事
業

⑥
観
光
拠
点
整
備
事
業（
宮
の
森
、

　

館
の
岬
、
し
び
の
岬
等
）

⑦
消
防
施
設
の
整
備
事
業
（
栄
浜

　

格
納
庫
改
修
等
）

　

公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
基
盤
整
備
の
充

実
と
と
も
に
産
業
の
振
興
、
雇
用

機
会
の
拡
大
等
波
及
効
果
が
大
き

く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積
極

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

①
道
々
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
、

　

旭
岱
鳥
山
線
）

②
水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
南

　

部
・
魚
礁
）

③
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

　

業
（
乙
部
漁
港
・
航
路
浚
渫
）

④
道
単
独
漁
港
維
持
補
修
事
業　

　
（
乙
部
漁
港
元
和
地
区
・
浚　

　

渫
）

⑤
治
山
事
業
（
元
和
）
及
び
砂
防

　

事
業
（
花
磯
川
）

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等

４
．
公
共
施
設
の
整
備

５
．
開
発
事
業
の
促
進

３
．
心
豊
か
な
住
み
よ
い

　
　

地
域
社
会
の
形
成

６
．
行
財
政
の
健
全
運
営

　昨年度は檜山管
内７町と東京都大
田区が連携して檜
山の紹介と特産物
の販売を行いまし
た。引き続き広域
連携を進め、地域
の PR や産業・観
光振興に取り組み
ます。

広域事業の推進

　地震等の生命の
危機に関わる災害
時に備え、災害備
蓄センター等の防
災 設 備 を 整 備 し、
災害時用品を備蓄
しています。また、
防災無線等を利用
して被害を最小限
にとどめます。

防災設備の整備
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す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
各
会
計
と
も

歳
入
歳
出
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

更
に
一
層
効
果
的
、
効
率
的
な
運

営
の
も
と
に
、
国
、
道
等
の
補
助

及
び
交
付
金
制
度
の
積
極
的
な
活

用
や
良
質
起
債
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、

特
に
町
内
の
景
気
浮
揚
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
投

資
的
経
費
で
、
六
億
五
一
五
万
円

を
計
上
す
る
な
ど
、
重
要
施
策
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す
べ

く
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計　

３
，
３
７
５
，
０
９

７
千
円　
（
対
前
年
比
２
．

０
９
％
の
増
）

特
別
会
計　

２
，
２
５
５
，
５
３

７
千
円　
（
対
前
年
比
１
．

８
９
％
の
減
）

総　

額　

５
，
６
３
０
，
６
３
４

千
円　

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
十
三
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え

て
、
今
後
と
も
町
民
の
幸
せ
、
町

の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
し
て
乙
部
町
出
身
者
が
ふ

る
さ
と
の
振
興
を
願
い
力
強
く
歩

ん
で
お
り
ま
す
こ
と
は
、
町
政
に

携
わ
る
一
人
と
し
て
大
変
心
強
く

感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
（
二
十
七
年

国
調
で
は
、
五
〇
三
人
減
の
三
、

九
〇
五
人 

）
及
び
高
齢
社
会
等

大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

加
え
て
経
済
や
雇
用
不
安
な
ど
厳

し
い
時
代
に
あ
り
ま
す
が
、更
に
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
お
い
て
も
常
に

町
民
の
目
線
に
立
っ
て
厳
し
い
地

域
の
実
態
を
良
く
見
極
め
、
自
ら

の
責
任
と
判
断
に
基
づ
き
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
主
体
的
か
つ

効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た

め
に
も
、
そ
の
力
量
と
信
頼
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
行
政
課
題
に

対
応
し
得
る
職
員
の
資
質
向
上
に

努
め
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
日
常
業
務

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
も
、
更
に
一
層
、
郷
土
乙
部

町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠

意
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
平
成
二
十
八
年
度
の
町

政
執
行
方
針
と
致
し
ま
す
。

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
や
道
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
町
税
等
歳
入
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら

長
期
に
わ
た
り
人
件
費
や
物
件
費

等
の
抑
制
を
図
り
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
病
院
会
計
等
各
特
別
会

計
へ
の
繰
出
し
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
、
ご
み
・
し
尿
処
理
負

担
金
、
更
に
は
、
介
護
・
福
祉
事

業
や
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
も
大

き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
、町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
、
更
に
一
層
知
恵

と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
人
件

費
や
諸
経
費
の
抑
制
、
更
に
、
各

般
に
わ
た
る
施
策
の
効
果
的
、
合

理
的
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
税
等
の
収
納
率
確
保
を
図

り
、
更
に
は
、
公
共
料
金
等
に
つ

い
て
も
過
度
の
財
政
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
適
正
な
受
益
者
負
担
を

お
願
い
し
、
今
後
と
も
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

平
成
二
十
八
年
度

　
　

当
初
予
算
規
模

お　
わ　
り　
に

　町出身者らで組
織されているふる
さと会では、寄付
金など乙部町への
貢献事業を行って
います。今後も連
携を図り、都市部
との情報共有を図
ります。

ふるさと会の振興

　安心で快適な生
活のために公共施
設の整備を進めま
す。将来を見据え
た計画的な事業の
推進に取り組みま
す。

公共施設の整備

　家庭の経済的負
担を軽減するため
に、保育料軽減を
引き続き行います。
また学童保育など
子育てにかかる不
安を減らし、家庭
と連携のとれた住
み良い地域社会を
目指します。

子育て環境の充実



学
校
・
地
域
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
首
長
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
、
教
育
の
中
立
性
、
継
続

性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
教
育

行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
連
携
し
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（
１
）
確
か
な
学
力
の
育
成

　

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
社
会
で

自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
学
力
を

身
に
付
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
が
分
か
る
、
で
き
る
喜
び
の
あ

る
授
業
づ
く
り
と
、
授
業
と
連
動

し
た
家
庭
学
習
の
定
着
化
な
ど
の

確
立
が
重
要
で
あ
り
、
各
学
校
に

〜
二
十
一
世
紀
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
〜

平成 28 年度

教育行政執行方針
乙部町教育委員会

※この町政執行方針は、 

平成 28 年 3 月 9 日開会

の第 1 回町議会定例会

で、冒頭に教育長が述べ

たものです。

　

平
成
二
十
八
年
第
一
回
乙
部
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
行
政
執

行
の
主
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
日
の
少
子
高
齢
社
会
の
中

で
、
本
町
の
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
は
町
の
宝
で
す
。
二
十
一
世
紀

の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
成
す

る
た
め
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に

判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決

す
る
能
力
や
、
他
人
と
協
調
し
他

人
を
思
い
や
る
心
を
育
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
、
教
育
の
質
を
高

め
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

き
生
き
と
学
び
続
け
、
活
動
を
楽

し
み
、
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き

る
環
境
整
備
の
充
実
と
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
家
庭
・

お
い
て
、
組
織
と
し
て
の
学
校
力

を
発
揮
し
、
児
童
生
徒
の
学
習
の

定
着
状
況
を
把
握
し
、
学
力
向
上

に
つ
な
げ
る
指
導
の
改
善
の
取
組

や
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立

に
向
け
て
、
保
護
者
と
の
連
携
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
教
育
課
程
の
連
続
性
や
生

徒
指
導
の
接
続
を
図
る
た
め
、
小

中
連
携
を
意
識
し
た
巡
回
指
導
や

小
中
交
流
会
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

①
授
業
改
善
と
個
別
指
導
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
興

味
を
持
ち
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
基
礎
・
基
本
の
学
力
を
確
実

に
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
応
用
実
践

へ
と
発
展
で
き
る
学
力
を
育
成
す

る
指
導
の
展
開
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
育
成
を
進
め
る

た
め
、
学
力
調
査
等
の
結
果
分
析

を
通
し
て
児
童
生
徒
の
学
習
状
況

を
的
確
に
把
握
し
、
習
熟
度
別
少

人
数
指
導
や
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
な
ど
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
学
習
習
慣
の
定
着

　

基
礎
学
力
の
定
着
と
応
用
力
の

育
成
を
図
る
た
め
に
は
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
確
立
が
重
要
で
あ

り
、「
乙
部
町
学
習
・
生
活
習
慣

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
作
成
し

た
「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」「
家

庭
学
習
の
手
引
き
」な
ど
活
用
し
、

家
庭
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
地
域
に
根
ざ
し
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

家
庭
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し

互
い
に
信
頼
関
係
を
持
ち
な
が

ら
、
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
参
観
日
や

学
校
行
事
な
ど
積
極
的
に
公
開
す

る
と
と
も
に
、
学
校
便
り
や
学
校

関
係
者
評
価
を
活
用
し
、
家
庭
や

地
域
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
学
校
運
営
の
改
善
充
実
と
教

職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
教
職
員
の
資
質
向
上
の

た
め
、
町
教
研
を
始
め
各
種
研
修

会
へ
積
極
的
に
参
加
さ
せ
教
職
員

と
し
て
の
自
覚
と
指
導
力
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

Ⅱ 

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　家庭学習のすす
め」や「家庭学習
の手引き」を活用
して、学校と家庭
の連携した取り組
みを支援し、家庭
教育や望ましい生
活習慣の定着を目
指します。

学習習慣の定着
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（
３
）
豊
か
な
心
と
健
や
か

な
体
の
育
成

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や

人
権
を
尊
重
す
る
心
、
思
い
や
り

の
心
や
規
範
意
識
、
自
然
を
愛
す

る
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
む
た

め
の
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

①
人
間
関
係
を
育
む
生
徒
指
導
の

充
実

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
の
見
直
し

等
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期

発
見
・
早
期
対
応
を
徹
底
し
、
全

て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
校
生

活
が
出
来
る
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
心

の
成
長
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

②
道
徳
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
、
お
互
い
尊
重

し
、
支
え
合
い
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
思
い
や
り

の
心
や
社
会
性
、
規
範
意
識
な
ど

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
年
三
月

の
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
今
後
は
「
特
別
の
教
科
道

徳
」
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き

道
教
委
の
道
徳
教
育
推
進
指
定
校

と
し
て
、
道
徳
の
指
導
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域

に
学
習
の
様
子
を
公
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③
体
験
活
動
の
促
進

　

発
達
段
階
に
合
わ
せ
、
将
来
の

生
き
方
や
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤

労
観
を
育
む
た
め
の
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
体
験
活
動

は
、
貴
重
な
体
験
の
場
と
な
る
こ

と
か
ら
、
学
校
教
育
の
中
に
位
置

づ
け
、
学
校
行
事
と
の
関
連
を

図
っ
た
一
体
感
あ
る
指
導
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

④
健
や
か
な
体
を
育
く
む
た
め
に

　

学
校
で
の
体
育
や
部
活
動
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
成
長
期

に
あ
る
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全

な
発
達
の
た
め
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
児
童
生
徒
に
も
可
能
な
限

り
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
給
食
費
の
半
額
助
成

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
安
全
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
て
い
く
た
め
、
火
災
や
地
震
等

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
等
・
防
災

教
育
を
通
し
て
、
自
ら
の
力
で
状

況
に
応
じ
た
判
断
や
行
動
を
取
り

危
機
回
避
す
る
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
学
校
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
防
犯
訓
練
等
を
関
係
機
関
と
連

携
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更

に
は
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
利
用
に
関
し
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
設
定
や
家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
４
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

教
育
上
特
別
な
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
の
学
習
を
支
え
る
為
、

各
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
の
交

流
や
研
修
を
通
し
て
教
師
の
専
門

性
を
図
る
と
と
も
に
、
校
内
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
の
設
置

や
支
援
員
を
配
置
し
、
教
育
支
援

委
員
会
を
は
じ
め
特
別
支
援
学
校

や
巡
回
教
育
相
談
を
活
用
し
な
が

ら
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

将
来
の
自
立
し
た
社
会
参
加
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
連
携
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
教
育
環
境
の
整
備

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
、
学
校
と
連

携
し
点
検
管
理
に
万
全
を
期
し
、

子
ど
も
達
の
学
び
や
す
い
環
境
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
実
物
投
影
機
な
ど
計

画
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
効
果
的
な
授
業
の
研
修
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
適
正
か
つ

安
全
運
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
、
乙
部
小
学
校
の

大
規
模
改
修
工
事
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
が
心
豊
か
に
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生

涯
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
己
実
現
や
生
き
が
い
を
感

じ
社
会
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
環
境
整
備
に
努
め「
い
つ
で
も
・

　本年度も子育て
支援を目的として、
給食費の半額助成
を実施します。心
身の健全な発達の
ため、学校の体育
や部活動の充実と
あわせて、安全安
心な給食の提供に
努めます。

健やかな体づくり

　
　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

　
　

ツ
の
推
進
に
つ
い
て

Ⅲ

　昨年度も漁業体
験や田植え体験等
は、貴重な経験の
場 と な り ま し た。
今年度も教育の一
貫として、様々な
体験を通して豊か
な人間性の育成を
目指します。

体験活動の推進
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ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
生
涯
学
習
社
会
の
推
進

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
豊
か
な
人
間
性
を
培

う
家
庭
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
就
学
前
の
教
育
は

学
び
の
基
礎
と
な
る
体
力
や
豊
か

な
情
操
、
道
徳
性
の
芽
生
え
な
ど

を
培
う
上
で
大
切
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
幼
児
期
は
人
格
形

成
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
時
期
で

あ
り
ま
す
。　
　
　

　

親
の
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機

会
と
し
て
就
学
時
健
診
や
通
学
合

宿
の
機
会
を
利
用
し
た
親
学
講
座

の
開
設
や
、
乳
幼
児
を
対
象
と
し

た｢

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト｣

事
業
を

継
続
し
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　

（
２
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
学
習
機
会
と
情
報
提
供

　

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て

き
て
い
る
現
在
、
趣
味
や
学
習
方

法
も
多
様
に
な
り
、
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
学
び
は
個
人
の
情
操
だ
け
で

な
く
、
仲
間
づ
く
り
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
有
効
で
あ
り
各
種
講
座

の
実
施
や
情
報
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
学
級
や
高
齢
者
大

学
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生

き
が
い
を
感
じ
る
学
習
の
場
と
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢

者
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
達
に
遊
び
を
通
し
て
、
乙

部
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
生
き
が

い
や
ふ
れ
あ
い
交
流
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
３
）
芸
術
文
化
の
振
興

　

芸
術
・
文
化
は
人
々
の
創
造
性

を
広
げ
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る

と
と
も
に
、
心
の
豊
か
さ
を
育
み

ま
す
。
本
年
度
も
小
中
学
生
や
一

般
町
民
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑
賞

の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
日

頃
か
ら
文
化
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
々
の
発
表
の
場
と
し
て
、
町
民

文
化
祭
を
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

と
連
携
し
開
催
す
る
ほ
か
、
関
係

団
体
へ
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
４
）
文
化
財
の
保
護

　

町
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に

守
り
伝
え
て
い
く
為
に
適
切
な
保

全
を
図
る
と
と
も
に
郷
土
史
料
等

の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
学
習
会
や
文
化
財
見
学

会
な
ど
開
催
し
文
化
財
保
護
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
度
は
、
円
空
仏
展
に
続
き
木

喰
仏
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

（
５
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
人
生
を
よ
り
豊
か

に
し
、
充
実
し
た
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
の
形
成
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
、
体
力
の
向
上
は

も
と
よ
り
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど

心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
座
や
歩
け
歩
け
大
会
の
開
催
な

ど
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
公
民
館
活
動
の
推
進

　

公
民
館
は
、
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
憩
い
の
場
や
情
報
セ
ン

タ
ー
と
し
て
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
図
書
室
の
小
中
学
校
の

長
期
休
業
期
間
中
の
時
間
延
長
の

継
続
や
リ
ク
エ
ス
ト
図
書
等
に
よ

り
蔵
書
充
実
を
図
り
、
町
民
の
利

用
者
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
図
書
室
や
巡
回
図

書
と
連
携
し
内
容
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
親
子
の
ふ
れ
合
い

と
読
書
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
７
）
国
際
交
流
の
推
進

　

今
日
の
国
際
社
会
に
お
け
る
地

域
人
材
の
育
成
や
地
域
の
発
展
を

展
望
し
て
い
く
た
め
、
異
文
化
共

生
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
小

中
学
生
の
英
語
指
導
の
充
実
と
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
外
国
語
に
接

す
る
機
会
や
異
文
化
交
流
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
八
年
度
の
教

育
行
政
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方

針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
民
の
付
託
に
応
え

る
た
め
、
町
を
は
じ
め
、
学
校
、

関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
本
町
の
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
教
育
行

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

お　
わ　
り　
に

　グローバル化が
進む社会に対応し
ていくことができ
る人材育成のため
に、英語指導の充
実 を 目 指 し ま す。
ALT による授業な
ど実践的な英語教
育に努めます。

国際化への取組み

　町民文化祭では、
絵画や書をはじめ
手芸などの作品展
示のほか、芸能発
表などが行われて
います。更に町民
の方々が積極的な
芸術活動を行える
よう支援に努めま
す。

芸術・文化の振興
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小
中
学
生
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
の
徹
底
を
図
り
、
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
し
た
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
四
月
六
日（
水
）

か
ら
十
五
日（
金
）ま
で
の
十
日
間

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
指
導
員
や
地
域
の

方
々
が
、
登
校
時
間
に
各
地
区
の

横
断
歩
道
の
前
な
ど
に
立
ち
、
歩

行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促

し
ま
し
た
。

　

初
登
校
を
迎
え
る
新
入
学
児
童

を
は
じ
め
、
子
供
達
は
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
、
地
域
の
方
々

と
ふ
れ
あ
う
良
い
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
四
月
十
日
に
は
、
元
和
地

区
の
子
供
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
、
道
の
駅
ル
ー
ト
２
２
９
元

和
台
で
春
の
全
国
共
通
交
通
安
全

運
動
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

晴
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
風

が
強
く
ま
だ
寒
さ
が
こ
た
え
る

中
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
警
察

官
の
方
と
敬
礼
を
し
な
が
ら
「
安

全
運
転
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
！
」と
元
気
一
杯
に
呼
び
か
け
、

交
通
安
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
飲
み

物
等
を
配
り
ま
し
た
。

　

去
年
、
檜
山
管
内
の
交
通
事
故

の
件
数
は
十
二
件
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
死
亡
事
故
は
二
件

で
、
一
件
は
乙
部
町
内
で
起
き
た

も
の
で
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、「
飲

酒
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心
掛
け
る
」

な
ど
事
故
防
止
の
た
め
に
安
全
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

乙
部
駐
在
所
に
４
月
か
ら
竹

居
田
隆
信
新
所
長
が
着
任
し
ま

し
た
。

　

乙
部
町
の
印
象
を
「
道
内
の
多

く
の
地
域
に
赴
任
し
て
き
た
が
、

そ
の
中
で
も
乙
部
町
は
特
に
街

並
み
が
美
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
山
菜
取
り
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
で
、
ど
ち
ら
も
乙
部
町
で

こ
れ
か
ら
盛
り
上
が
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
「
子
供
た
ち
が
き
ち
ん
と

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ

ま
す
」
と
話
し
「
警
察
官
だ
か
ら

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
町
民
の

方
と
同
じ
目
線
で
、
安
心
、
安
全

な
町
づ
く
り
を
目
指
し
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

困
り
ご
と
心
配
ご
と

　
　
　
　

人
権
相
談

乙
部
駐
在
所
に
新
所
長
就
任

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
（
六
月

一
日
）
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

「
困
り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
に
関
わ
る
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
、秘
密
厳
守
、

無
料
）

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局
で
は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
一
日
（
水
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時

場
所　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
・
江

差
人
権
擁
護
委
員
会

　
　

電
話
５
２
―
１
０
４
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

前
任
の
松
原
静
雄
教
育
長
の

退
任
に
伴
い
、
三
月
二
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
乙
部
町
議
会
臨

時
会
で
、
杉
江
英
樹
氏
（
緑
町
・

六
十
才
）
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

杉
江
教
育
長
は
、
昭
和
四
十
九

年
に
乙
部
町
役
場
に
奉
職
し
、
産

業
課
長
、
総
務
課
長
等
を
歴
任

し
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で
退

職
、
四
月
一
日
付
け
で
教
育
長
に

着
任
し
ま
し
た
。

　

着
任
に
あ
た
っ
て
杉
江
教
育

長
は
「
学
校
、
父
母
、
地
域
な
ど

の
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
の
意

見
に
耳
を
傾
け
、
町
民
皆
様
の
ご

協
力
と
精
一
杯
の
努
力
で
、
豊
か

な
心
を
育
む
教
育
行
政
を
推
進
す

る
た
め
教
育
長
の
職
務
に
取
り
組

み
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

新
教
育
長
就
任
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％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

十
七
億
九
千
九
百
七
十
九
万
三
千

円
と
前
年
度
か
ら
四
百
六
十
六
万

三
千
円
の
減
額
。
道
支
出
金
が

二
億
二
百
八
十
七
万
二
千
円
と
昨

年
度
か
ら
千
七
百
七
十
九
万
六
千

円
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
四
億
千
百
二

十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
人
福
祉
、
児

童
福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
の
民

生
費
に
、
六
億
七
千
二
百
二
十

一
万
四
千
円
。

　

土
木
費
で
は
、
三
億
六
千
五

百
十
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、公
債
費（
町
債
の
返
還
金
）

が
前
年
度
よ
り
五
百
十
二
万
円
増

の
五
億
六
千
八
百
四
十
万
六
千
円

と
全
体
の
十
六
・
八
四
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成

二
十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

三
月
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

乙
部
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
各
会

計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
三
億
七

千
五
百
九
万
七
千
円
で
前
年
度
当

初
予
算
か
ら
六
千
九
百
十
万
六
千

円
（
二
・
〇
九
％
）
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、

後
期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡

易
水
道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業

集
落
排
水
、
病
院
）
の
総
額
は

二
十
二
億
千
六
百
八
十
一
万
五
千

円
と
な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
合
わ
せ
て
五
十
五
億
九
千
百
九

十
一
万
二
千
円
（
前
年
度
比
一
・

〇
〇
四
七
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
入
で
は
全
体
の
五
十
三
・
三
三

予
算
概
要

予
算
概
要

平成28年度
歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

平成28年度一般会計予算額は

33億
　7,509万7千円

歳
出
歳
入

諸収入
2.79％

道支出金
6.01％

国庫支出金
6.54％

町債
12.18％

繰入金
3.30％

町税
7.72％

農林水産費
12.15％

教育費
7.69％

衛生費
9.79％

総務費
13.46％

土木費
10.82％

民生費
19.92％

公債費
16.84％

その他
2.46％

消防費
4.53％

地方交付税
55.33％

その他
 6.13％

商工費
2.34％
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特別会計予算額は
　 22 億
　　1,681 万 5 千円

科　　目 予　算　額 前年度増減
町 税 ２億６,０４５万５千円 ４２８万５千円
地方交付税 １７億９,９７９万３千円 △４６６万３千円
国庫支出金 ２億２,０５８万８千円 ８３８万４千円
道 支 出 金 ２億２８７万２千円 １,７７９万６千円
繰 入 金 １億１,１４５万６千円 △１,２８５万９千円
諸 収 入 ９,４２９万９千円 △３,３８６万２千円
町 債 ４億１,１２０万円 ６２７０万円
そ の 他 ２億７,４４３万４千円 ２,７３２万５千円
合　　　計 ３３億７,５０９万７千円 ６,９１０万６千円

科　　目 予　算　額 前年度増減
総 務 費 ４億５,４２３万１千円 ２,７４９万６千円
民 生 費 ６億７,２２１万４千円 ４,５７８万９千円
衛 生 費 ３億３,０２７万３千円 △４,７８７万円
農林水産業費 ４億１,００８万９千円 １億１,１９９万３千円
商 工 費 ７,８８７万６千円 △６,３８１万９千円
土 木 費 ３億６,５１０万７千円 △１,６９１万１千円
消 防 費 １億５,２８３万１千円 △１０４万８千円
教 育 費 ２億５,９５０万４千円 ９９９万７千円
公 債 費 ５億６,８４０万６千円 ５１２万円
そ の 他 ８,３５６万６千円 △１６４万１千円
合　　　計 ３３億７,５０９万７千円 ６,９１０万６千円

会　　計 予　算　額 前年度増減
国民健康保事業特別会計 ６億１,９０９万７千円 △３,７８４万９千円
後期高齢者医療特別会計 ６,２４９万８千円 △１０４万６千円
介 護 保 険 特 別 会 計 ７億７,３６９万１千円 ６４６万９千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １億９３５万７千円 ７２３万円
公共下水道事業特別会計 １億７,５６２万１千円 △８万９千円
漁業集落排水事業特別会計 ４,９５８万８千円 △２４４万３千円
国民健康保病院事業会計 ４億２,６９６万３千円 △１,５１２万１千円

合　　　　計 ２２億１,６８１万５千円 △４,２８４万９千円

予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　出 歳　入

◆自治・ふるさと振興　　　　（5，０９３万 8 千円）
　自治・ふるさと振興対策（自治会・町内会街灯
　 LED 化事業補助金、ふるさと振興助成金、ふれ
　あい交流盆おどり推進事業交付金、オートピア
　創造振興奨励補助金など）、地域おこし協力隊事
　業、地域づくりセミナー開催事業など
◆医療・保健体制の整備（１億６,100 万５千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、道南ドクターヘ
　リ運航経費負担金、へき地患者輸送車の運行など
◆健康の保持促進　　　　  　（２，３３９万５千円）
　疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づくり
　推進協議会補助金など
◆老人福祉対策　　　　（１億８，６００万４千円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者
　医療対策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセ
　ンター管理運営費など
◆児童福祉対策　　　  　（１億３，０３９万 2 千円）
　常設保育園運営費、常設保育園保育料助成金、　
　児童手当の給付、こども医療費給付事業など
◆障害者福祉対策　　　　（１億４，６２6万3千円）
　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療
　給付事業など
◆塵芥及びし尿処理対策　　 （５，9８１万９千円）
　南部桧山衛生処理組合負担金、資源ごみリサイ
　クル運動推進事業交付金、浄化槽設置促進事業、
　廃棄物不法投棄対策など
◆季節労働者等雇用対策　　　   （546 万８千円）
　地域人材育成事業、季節労働者援護事業など

◆農業の振興　　　　　　　　  （１，７４１万万円）
　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、　
　中山間地域等直接支払交付金、多面的機能支払
　事業補助金など
◆林業の振興　　　　  　（１億９，６２８万 4 千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資
　金貸付金、林業専用道魚つきの森線開設事業、　
　森林管理道村山緑線開設事業など
◆漁業の振興　　　　　　　  （３，２４６万 9 万円）
　水産業基盤整備、栽培漁業定着特別推進事業補
　助金（ウニ深浅移植事業、マナマコ種苗放流効
　果調査事業、ナマコ種苗放流事業）、秋サケ資源
　増大対策補助事業など
◆観光資源及び関連施設の活用　  　（５，６７５万 7 千円）
　フェスティバル振興奨励補助金、温泉供給施設
　の維持管理、温泉宿泊体験施設の維持管理、自
　然環境活用センターの管理運営、元和台野外緑
　地広場等整備事業など
◆生活道路の整備　　　  （２億１，６７８万９千円）
　姫川富岡線改良事業、橋梁長寿命化修繕事業、　
　町道維持補修事業、町道維持管理費など
◆住宅環境設備　　　　　 　　 　（１，７９２千円）
　公営住宅緑町団地新築事業、町営住宅維持補修
　など
◆消防防災施設の整備　　（１億 5,242 万 5 千円）
　檜山広域行政組合負担金、防災行政無線の維持管理、
　緊急避難路等維持補修、防災用資機材の整備など
◆学校教育の充実　　　　　　　 （９，２３８千円）
　学校教育施設・設備等の整備充実、教材及び教
　具の整備、児童・生徒就学援助対策、学校給食
　の充実、語学（英語）指導助手の招致など
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～
借
入
金
の
返
済
に
つ
い
て
～

　

今
回
は
，
事
務
所
で
お
引

き
受
け
す
る
案
件
の
中
で
も

比
較
的
多
い
「
借
金
」
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

借
金
は
，
月
々
の
収
入
の

中
か
ら
返
済
し
て
い
け
る
う

ち
は
よ
い
の
で
す
が
，
収
入

の
変
化
や
生
活
状
況
の
変
化

に
よ
り
，
こ
れ
ま
で
の
返
済

額
で
の
返
済
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
，
返
済
自
体
が
全
く
で

き
な
く
な
っ
た
，
と
い
っ
た

場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
，

早
い
段
階
で
法
テ
ラ
ス
に
相

談
に
来
て
い
た
だ
き
，
今
後

の
返
済
に
関
す
る
方
針
を
再

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

借
金
の
返
済
に
関
し
て
ご
相

談
に
来
ら
れ
た
方
の
中
に
は
，

返
済
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
し

て
い
る
途
中
で
，
過
払
金
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
（
過
払
金
に
つ
い
て
は
，

長
期
に
わ
た
っ
て
借
入
金
の

返
済
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
方
に
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
で
す
）。
こ
の
よ
う
に
借

金
の
返
済
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
し
た
こ
と
に
よ
り
，
こ
れ

以
上
借
金
の
返
済
を
す
る
必

要
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

ば
か
り
か
，
金
融
機
関
か
ら

過
払
金
の
返
還
を
請
求
で
き

る
こ
と
が
判
明
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
，

当
事
務
所
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
電
話
番
号
は　

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３

で
す
。
お
電
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
テ
ラ
ス
江
差　

 

弁
護
士　

廣
田 

朋
子
）

お
と
べ
の

逸
話
を
一
冊
に

　

四
月
十
五
日
、葉
梨
孝
幸
氏（
緑

町
・
七
十
六
才
）
が
、
町
内
の
昔

話
な
ど
を
ま
と
め
た
「
お
と
べ
今

昔
余
話
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

自
身
十
七
冊
目
の
発
行
と
な
っ

た
今
作
は
、
季
刊
誌
の
文
芸
「
江

さ
し
草
」
へ
投
稿
し
た
作
品

六
十
七
編
を
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

葉
梨
氏
は
、
若
い
頃
か
ら
地
域

に
残
る
民
話
な
ど
を
多
く
の
お
年

寄
り
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
、
ま
と

め
て
い
た
そ
う
で
「
今
ま
で
聞
い

て
き
た
こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
た

い
。
ど
ん
な
形
で
も
文
章
を
残
す

こ
と
で
後
世
に
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
書

き
続
け
ら
れ
た
の
も
家
族
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

旬
を
む
か
え
、
乙
部
町
の

春
の
味
覚
と
も
言
え
る
グ

リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
方
法
は
、

株
の
充
実
と
養
分
の
貯
蔵
が

効
率
的
に
で
き
る
立
茎
栽
培

と
い
わ
れ
、
春
か
ら
秋
ま
で

長
く
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
収
穫
さ
れ
て
い

る
ア
ス
パ
ラ
は
地
中
の
根
に

前
年
蓄
え
た
栄
養
分
を
使
っ

て
出
て
く
る
た
め
、
と
て
も

甘
み
が
あ
り
、
柔
ら
か
く
お

い
し
い
と
評
判
で
す
。

　

町
外
の
方
も
乙
部
の
ア
ス

パ
ラ
を
購
入
し
て
お
り
、
着

実
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て

い
ま
す
。
千
岱
野
の
鈴
木
農

園
さ
ん
で
も
新
た
な
顧
客
が

増
え
、
春
は
注
文
で
い
っ
ぱ

い
だ
そ
う
で
す
。

　

檜
山
南
部
で
は
こ
れ
ま
で

順
調
に
面
積
拡
大
が
図
ら
れ
、

平
成
二
十
二
年
度
に
は
販
売

金
額
が
二
億
円
を
超
え
ま
し

た
。

　

乙
部
町
の
ア
ス
パ
ラ
は
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
栽
培
が

ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
度
の
生

産
量
は
約
２
７
．
９
ト
ン
で
、

着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
今

年
も
増
収
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

高
い
収
益
性
を
確
保
で

き
る
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
は
、

乙
部
町
の
農
作
物
の
中
で
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
作
物
の
一
つ
で
す
。

今
が
旬
！

　
春
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
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お父さん＝
　　　　　　寺島　智さん

お母さん＝
　　　　　　　　　美沙さん
ぼくは
　 １歳２ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
　お兄ちゃんの名前を一文字
使い、響きのよさで付けまし
た。
両親の願い＝
　お友達とたくさん遊んで、
たくましく、健やかに育って
ほしいです。

お父さん＝
　　　　　影井　優哉さん

お母さん＝
　　　　　　　　未菜子さん
わたしは

　１歳４ヶ月女の子です。
名前の由来＝
　草木の芽生えのように、す
くすくと元気に育ってほしい
と思い『芽生』と名付けまし
た。
両親の願い＝
　健康で元気いっぱいに成長
してほしいです。

寺島　湊吏くん

（緑　町）
影井　芽生ちゃん

（緑　町）

わが家のアイドル

め　い しゅり

　

北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
、
新

た
な
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
と

感
じ
る
反
面
で
、
札
幌
な
ど
道
内

か
ら
の
観
光
客
へ
の
仕
掛
け
作
り

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、『
Ｗ
Ｅ
Ｂ
観
光
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
』の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

『
観
光
と
ま
ち
づ
く
り
』
や
道
内

の
道
の
駅･

Ｊ
Ｒ
、
高
速
道
路
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
な
ど
に
て
無
料
配
布
さ

れ
る
『
北
海
道
応
援
マ
ガ
ジ
ン
Ｊ

Ｐ
01
』
等
の
誌
面
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
多
少

は
乙
部
町
の
認
知
度
も
上
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
乙
部
に
来

ら
れ
る
観
光
客
に
対
し
、「
官
軍

上
陸
の
地
」の
ガ
イ
ド
と
併
せ
て
、

町
に
あ
る
様
々
な
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ガ
イ
ド
す
る
際
の
視
覚

的
効
果
に
よ
る
充
実
度
を
上
げ
る

た
め
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
こ
だ
わ

り
た
い
と
思
い
前
職
の
時
に
頂
い

た
船
長
服
・
刀
（
模
造
刀
）・
舎

熊
に
て
山
田
顕
義
を
模
し
た
服
装

で
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
。
舎し
ゃ
ぐ
ま熊
は
官

軍
の
司
令
官
ら
し
き
人
物
が
、
赤

や
白
、
長
い
黒
髪
の
カ
ツ
ラ
で
、

薩
摩
は
黒
・
土
佐
は
赤
・
長
州
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

白
と
、
ど
の
藩
の
隊
長
と
わ
か
る

よ
う
に
し
た
指
揮
官
表
示
で
す
。

そ
し
て
逸
話
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
舎
熊
は
江
戸
城
開
城
後
に
蔵
か

ら
出
さ
れ
官
軍
の
威
厳
を
増
す
意

味
で
も
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

も
し
、
ド
ラ
マ
な
ど
で
そ
れ
以
前

の
時
代
に
映
し
出
さ
れ
た
ら
、
そ

れ
は
史
実
と
異
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
他
の
町
と
の
連
携
で

す
。
前
職
か
ら
広
域
観
光
で
の
営

業
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
他
の

町
と
も
知
り
合
い
が
多
く
存
在
し

ま
す
。
細
や
か
な
連
携
を
取
り
つ

つ
、
道
南
で
の
滞
在
時
間
を
増
や

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ガ
イ
ド
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

『
道
の
駅
み
そ
ぎ
の
郷
木
古
内
』

に
無
料
ガ
イ
ド
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
置
い
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
か

な
り
の
部
数
が
消
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

木
古
内
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
入

手
し
た
観
光
客
の
方
へ
の
ガ
イ
ド

も
す
で
に
う
ご
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
日
は
札
幌
の
バ
ス
ガ
イ
ド

協
会
の
勉
強
会
に
使
用
し
た
い
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
様
に

波
及
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
一
つ
一

つ
の
照
会
に
丁
寧
に
接
し
な
が

ら
、
乙
部
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
少
し
で
も
乙
部
で
の

滞
在
時
間
を
増
や
す
仕
掛
け
を
し

て
、
買
い
物
や
飲
食
に
繋
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

新
幹
線
関
連
で
の
イ
ベ
ン
ト
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
に
多

く
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
帰
り

道
に
乙
部
に
よ
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
活
性
化
担
当　

今　

昭
人

No.21
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心が疲れていませんか？
ストレスと心身の深い強がり
　「最近、ストレスが溜まってるなぁ」と普段なにげなく使っている『ストレス』という言葉。
　ストレスとは、簡単に言うと「刺激を受けたときに生じる、心や体のゆがみ」のこと。ストレスに対し、その原因とな
る刺激や出来事のことを“ストレッサー”といいます。

大脳皮質

視床下部

スレッッサー

自律神経中枢
（自律神経系）

脳下垂体
（内分泌系）

ストレスに対抗
血圧上昇、血管収縮、心拍数増加、抗炎症作用、
グリコーゲン放出など体の各部に作用

◎ストレスが起こる仕組みとは？

●スレッッサーの種類
物理的ストレッサー
環境的ストレッサー
社会的ストレッサー
肉体的ストレッサー
精神的ストレッサー
人間関係ストレッサー

温熱、寒冷、高圧、低圧などの気象の変化

騒音、照明、たばこなどの空気汚染、振動
仕事は忙しい、残業、夜勤、重い責任、借金
病気、けが、不規則な生活、睡眠不足、疲労
家族などの病気や死、失恋、解雇、倒産、挫折
職場や家族・親せき・近所・友人とのトラブル

ストレスが起こる仕組みとは？
　脳がストレッサーを感じて自律神経系と内分泌系に働きか
けます。すると体は、血圧や心拍数を上昇させたり、心身の
働きを活発にするホルモンを分泌して、ストレスに対抗しよ
うとします。
　強いストレスが続いて適応能力の限界を超えると、これら
の働きが乱れてバランスを崩し、結果、心身のさまざま不調
を生じることになります。

ストレスが続くと ･･･
　ストレスは、長引くと「警告期」→「抵抗期」→「疲はい期」と段階を経て悪化していきます。

第 1 段階『警告期』
　「疲れたなぁ」「体調
が悪いなあ」と危険信
号が発せられている
時期。
□症状：血圧が上下す
る、イライラ、肩こり、
ミスや事故が多くな
る。
◎趣味やスポーツを
楽しんだり、入浴や睡
眠で意識的に休息を。

第２段階『抵抗期』
　疲労感が興奮に変わったり、逆に脱力
感を感じる時期。
□症状：血圧の変調がする。胃や心臓に
異常がでる。不安を感じると動悸や呼吸
困難、めまいを起こす。
気分の変化が激しい。突然かんしゃくを
起こすことも。
心身が常に緊張状態に。仕事を
抱え込んだり休まなくなる。
◎遅くともここで体調を整える必要があ
ります。忙しくても何とかして休養を。

第３段階『疲はい期』
　電池が切れるように踏ん張りがきかなく
なって、自分の力ではどうにもならなくなる
時期。
□症状：集中力がなくなり、もの忘れがひど
くなる。電車や人と話すなどの日常生活が送
れない。
　進行すると、ストレス性潰瘍などの心身症
やうつ病などの心の病気になる。
◎一刻も早く専門医（精神科、メン
タルクリニック、心療内科など）へ
の受診を。

この時期に多い危険信号　　ストレス症候群に要注意
　ストレス症候群は心の病気の“前兆”。病気の一症状として現れることもあるので、思い当たる症状があったら、ストレ
スの原因は何かを見極め、早めに対処しましょう。
出 勤 困 難 症：出勤しようとしても体がいうことをきかず、職場に行けない。精神的な面だけでなく、頭痛や腹痛など
　　　　　　　　の身体症状を伴うことも。
五　　月　　病：期待と希望に満ちて就職や就学したものの、思っていたような職場や仕事と違うことに思い悩み、無気
　　　　　　　　力に。
燃え尽き症候群：今まで第一線で仕事や育児などをしてきた人が、ある日突然、もしくは生活の節目に、糸が切れたよう
　　　　　　　　に無気力になり、意欲がなくなる。
テクノストレス症候群：コンピューターに不慣れな人が、強い負担感から動機やめまいなどの症状を起こす。
　　　　　　　　逆に操作が得意だと、のめり込みすぎて現実社会への適応能力が低下する場合も。

　心の疲れに気づいたら ･･･ 
　　まず誰かに話してみませんか　医療機関のほか、下記の機関でも相談を受けています
・乙部町役場町民課保健衛生係　（電話 0139-62-2311）
・江差保健所（電話 0139-52-1053）※毎月 1 回精神科医師による心の健康相談も実施しています。（要予約）
・北海道立精神保健福祉センター　こころの電話相談（月～金　9 時～ 17 時）（電話 0570-06-4556）
・北海道いのちの電話（24 時間）（電話　011-231-4343）
・法テラス江差法律事務所（電話　050-3383-5563）借金問題などの相談に応じます。
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日 月 火 水 木 金 土
₁ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇
休日当番医
厚沢部町国保病院

乙中　開校記念日 休日当番医
佐々木病院

休日当番医
上ノ国診療所

休日当番医
道立江差病院

 

₈ ₉ 10 11 12 13 14
休日当番医
勤医協診療所

狂犬病予防注射
（町内一円 午前 9 時～）

日本脳炎予防接種
（ケア 午後 3 時 30 分〜）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）
狂犬病予防注射

（町内一円 午前 9 時～）

日本脳炎予防接種
（ケア 午後 3 時 30 分〜）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後 1 時～）

四種混合予防接種
（ケア 午後１時 30 分～）
BCG 予防接種

（ケア 午後 1 時 30 分～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～） 

たんぽぽクラブ
（町体 午前10時～）

15 16 17 18 19 20 21
特定健診・がん検診・
各種検査

（ケア 午前 6 時～）
休日当番医
道立江差病院

特定健診・がん検診・
各種検査

（豊セ 午前 6 時～）

女性の健康相談
（江保 午後１時～）
こころの健康相談

（江保 午後 3 時～）
健康相談

（希望 午後 1 時 30 分～）

赤ちゃん健診、相談
（ケア 午前10時～） 
男のお達者教室

（高ふ午後１時 30 分～）

健康相談
（ゆ里 午後 1 時 30 分～）
ウォーキング講座

（町館 午後６時～）
おしゃべりサロン 

（姫ふ  午後 1 時～） 

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

みたい！よみたい！
絵本とかみしばい 

（公民 午前10時～）

22 23 24 25 26 27 28
休日当番医
乙部町国保病院

春の植物観察会
（公民前 午前9時30分～）

おたっしゃ体操教室
（豊セ  午後1時30分～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
肺炎球菌ワクチン
予防接種（小児）

（国保 午後 1 時 30 分～）
男の料理教室

（高ふ 午前 10 時～）
HIV 検査

（江保 ※ 1 事前予約）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～） 
）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。
すくすく広場

（つ保 午前 9 時 30 分〜） 
乙中　体育祭

（乙中 午前 9 時〜）

29 30 31 ／ ／ ／ ／
休日当番医
佐々木病院

6
₁

6
₂

5月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

( 国保 ) 国保病院
( 町体 ) 町民体育館
( ケア ) ケアセンターおとべ
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 町館 ) 町民会館

( 姫ふ ) 姫川ふれあいセンター
( 希望 ) 潮見希望館
( 江保 ) 江差保健所
( 高ふ ) 高齢者ふれあいセンター
( 公民 ) 公民館

( 豊セ ) とよはま地区センター
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館
( つ保 ) つくし保育園
( 乙中 ) 乙部中学校

6
₃

6
₄

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

ごみ収集の略称　①地区…滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区…豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱
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三
月
二
十
四
日
、
町
民
会
館
に

お
い
て
平
成
二
十
七
年
度
高
齢
者

大
学
修
了
式
が
行
わ
れ
、
約
百
名

の
受
講
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
町
内
十
地
区
で
延
べ

九
十
を
超
え
る
講
座
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
、
各
地
区
の
代

表
者
へ
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
町

制
施
行
五
十
周
年
の
年
に
併
せ
て

十
年
連
続
受
講
表
彰
を
行
い
、
代

表
し
て
豊
浜
花
磯
地
区
の
生
田
晃

吉
氏
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
歓
会
で
は
、
始
め

に
各
地
区
の
一
年
間
の
あ
ゆ
み
を

ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
り
、
そ
の
後

は
各
地
区
が
出
し
物
と
し
て
カ
ラ

オ
ケ
や
踊
り
を
披
露
し
、
最
後
に

「
乙
部
音
頭
」
を
踊
っ
て
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
心
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
高
齢

者
大
学
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

一
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る

 
～
高
齢
者
大
学
修
了
式
～

第314号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

四
月
四
日
、
乙
部
町
商
工
会
女

性
部
長
の
米
田
百
合
子
氏
が
教
育

委
員
会
に
来
庁
し
、
小
学
新
一
年

生
の
登
下
校
の
安
全
を
願
っ
て
、

光
を
反
射
す
る
交
通
安
全
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
全
小
学
新
一
年
生
は

三
十
名
で
、
入
学
式
が
始
ま
っ
て

か
ら
各
小
学
校
の
児
童
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
学
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
ま
だ
、
登
下
校
に
慣
れ
な
い

子
ど
も
達
も
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
も
目
配
り
と
声
か
け
や

交
通
安
全
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
学
期
が

　

始
ま
り
ま
し
た

　

今
年
度
も
五
月
十
九
日
の
乙
部

地
区
を
皮
切
り
に
、
毎
月
第
三
木

曜
日
、
各
地
区
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度

も
参
加
者
は
豊
か
な
自
然
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
・
体
力
づ

く
り
に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
の
予
定
】

・
五
月
十
九
日
（
乙
部
地
区
）

・
六
月
十
六
日
（
鳥
山
地
区
）

・
七
月
二
十
一
日
（
豊
浜
地
区
）

・
八
月
十
八
日
（
姫
川
地
区
）

■
十
月
八
日
（
土
）

　
　

町
民
歩
け
歩
け
大
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　

乙
部
中
学
校
で
は
、
五
月
十
六

日
に
町
内
に
住
む
七
十
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
体

育
祭
招
待
活
動
の
一
環
と
し
て
チ

ラ
シ
配
り
を
行
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
生
徒
が
、
チ
ラ
シ
を

持
っ
て
直
接
ご
自
宅
に
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。
不
在
の
場
合
に
は
ポ

ス
ト
に
投
函
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
体
育
祭
に
足
を
運
ん

で
頂
き
、
生
徒
の
奮
闘
す
る
姿
に

ご
声
援
を
送
っ
て
頂
け
る
と
幸
い

で
す
。

乙
部
中
学
校
体
育
祭

日
時　

五
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　

九
時
～

場
所　

乙
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ま
た
、
町
内
各
小
学
校
の
運
動

会
は
六
月
五
日
（
日
）
に
開
催
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
の

子
ど
も
達
へ
の
応
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

乙
部
中
学
校
体
育
祭

チ
ラ
シ
配
布
に
伺
い
ま
す
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●冒険の森へ　傑作小説大全１　漂泊と流浪（井上　靖・江戸川 乱歩ほか）
●格差固定                  　　　         　　（三浦　展）
●「死にざま」こそ人生            　　　   （柏木　哲夫）
●君がここにいるということ         　　　（緒方　高司）
●また、同じ夢を見ていた         　　　   （住野　よる）
●鼠、地獄を巡る＜「鼠」シリーズ＞ 　  （赤川 次郎）
●かんかん橋の向こう側         　　　　　（あさの あつこ）
●居酒屋まるの千夜一夜物語 上・下        （千冬）
●居酒屋まるの千夜一夜物語２ 上・下     （千冬）
●季節のフラワーリース基礎レッスン  　 （橋口 学）
　

【幼児・児童向け】
●小はるやさいのはるやすみ            　　 （林 木林）
●ともだちのつくりかた       　　　　　（たかい よしかず）
●ポッキーのびっくりピクニック     　　  （柳沢 幸子）
●おとこのこトイレ                  　　　　 （JINCO）
●おんなのこトイレ                  　　　　 （JINCO）
●しゃかしゃかはみがき（すみれ歯科 新宿御苑クリニック）

みなさまのご利用をお待ちしています♪
※５月３日（火）～５日（木）の祝日はお休みです。

公民館講座（おとべ学）
「春の森林浴と植物観察会」

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』
   と　き　５月 21 日（土）　10 時～

ところ　公民館図書室（児童室）
　公民館図書室では、毎月第３土曜日を基本に館
浦婦人会読み聞かせの会の協力で読み聞かせ会を
開催しています。赤ちゃんから小学生まで絵本と
触れあう楽しいひと時を過ごしにいらしてください。
　また、今年度も４ヶ月赤ちゃん健診時にブック
スタート（読み聞かせと絵本のプレゼント）を実
施しますので、楽しみにして下さい♪

小中学校・教育委員会等の行事

《ネットトラブルから
  子ども達を守るために》

　ここ十数年ほど、森林から分泌される成分「フィトンチッ
ド」などが健康にいいと言われ、森林浴人気が高まっていま
す。そして、乙部の山は自然豊か。ただ歩くだけではもった
いないので、「春の山菜」を採ったり、草花を愛でませんか？
　今年は縁桂森林公園を歩くコースを設定します。ちょっと
したハイキング気分はいかがでしょう？下山後の昼食では、
皆で採取した山菜などを天ぷらにして味わいましょう♪
　なお、植生状況によって散策コースを変える場合がありま
すので、あらかじめご了承願います。

■日　時　平成 28 年５月 22 日（日）　
　　　　　午前９時 30 分（公民館前バス出発）
■持　物　歩きやすい服装、飲物、おにぎりなど
　　　　　（昼食に山菜の天ぷらをします）
■参加料　200 円（天ぷら材料代）
■申込み　５月 19 日（木）午後５時までに公民館へ　　　
　　　　　申し込み下さい。（℡ 62-3311）

　新入学、新学期をきっかけに、お子さんやお
孫さんにスマートフォンやインターネット端末
機器を持たせる割合が年々増加しています。連
絡や情報収集の手段として便利な一方で、使い
方を間違えると生活習慣が乱れ学力、集中力と
体力に悪影響を与えるほか、思わぬトラブルに
巻き込まれる危険が潜んでいます。
　基本的に、小中学生にスマホの所持は必要あ
りませんが、それでも持たせる場合、次のこと
に心がけるようお願いします。
１ 家庭内でのルール作り　
　～勉強中は電源を切るなど、親子で話し合い
　　家庭内でルールを作りましょう
２ フィルタリングの設定　
　～フィルタリングを設定し、有害サイトへの接続
　　を制限しましょう
３ 会話で子どもの様子を把握　
　～トラブルの早期発見・対応のため、日頃から
　　子どもの様子を把握しましょう

～乙部町学習生活習慣向上プロジェクト～

　平成 28 年度上半期（５月～９月）の主な行事予定
をお知らせいたします。
　町民皆さまのご参加・ご来場をお待ちしています。

●少年の主張大会　　　　　　６月 ８ 日（水）
●小学校陸上競技大会　　　　６月 14 日（火）
●乙部郷土講座（木喰仏）　　  ６月 19 日（日）
●保育園運動会　　　　　　　６月 26 日（日）
●小中学生水泳競技大会　　　７月 29 日（金）
●成人のつどい　　　　　　　８月 14 日（日）
●管内小中学生水泳競技大会　８月 28 日（日）
●秋の植物観察会　　　　　　９月 25 日（日）
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

５
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
12
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
５
月
24
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　5月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後   1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

自動車税の納期限は５月 31 日（火）です。
　自動車税は、納期限までに納めましょう。
　納めていただく方は、４月１日現在の所有者です。

（ローンで購入した場合などで所有権が売り主にある
場合は、買い主である使用者が納税義務者となりま
す。）
　便利な口座振替やコンビニエンスストアでの納付に
加え、インターネット上の専用サイトからクレジット
カードでの納税もできます。
　納税通知書の発送日は 5 月 9 日（月）です。
　ご不明な点は、道税ホームページをご覧いただくか、
檜山振興局税務課までお問い合わせください。
　檜山振興局税務課納税係（電話 0139-52-6473）
  道税ホームページ (http://www.pref.hokkaido.lg.jp/
sm/dzc/index.htm)

建設業労働災害防止協会江差分会からお知らせ
　建災防江差分会では、有資格者の充足を図るため、
次のとおり講習会を開催いたします。
●足場作業特別授業
　日　　時：5 月 16 日（月）　
　　　　　　午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分
　受 講 料：6,200 円
　申込期限：4 月 28 日（木）
●建設業等における熱中症予防指導員研修
　日　　時：6 月 2 日（木）
　　　　　　午後 1 時 30 分～午後 5 時
　受 講 料：6,170 円
　申込期限：5 月 20 日（金）
●小型移動式クレーン運転技能講習
　日　　時：6 月 8 日（水）～ 10 日（金）
　　　　　　午前 9 時～午後 5 時
　受 講 料：①全科目 39,445 円 ②一部免除 37,285 円
　申込期限：5 月 20 日（金）

※会場はいずれも檜山建設会館（江差町字円山 299-15）
問い合わせ・申込みは、同分会

（檜山建設協会内 Tel 0139-52-1813）

平成 28 年度調理師試験のお知らせ
・試験日時
　８月 23 日（火）
　午後１時 30 分から午後４時
　※試験会場は受験票により通知します。
・受験願書の提出先・配布先
　最寄りの保健所又は支所
・受付期間
　５月９日（月）から５月 20 日（金）
　郵送の場合は、５月 20 日までの消印のある
　ものに限り受け付けます。
・問い合わせ先
　北海道江差保健所
　（北海道檜山振興局保健環境部保健行政室）
　健康推進課保健係　電話　52-1053

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

午
前

村
瀬
憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

休
診

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
奈
良

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

休
日
当
番
医

村
瀬
村
瀬
奈
良
村
瀬
村
瀬

村
瀬
村
瀬

休
診

野
村

野
村
野
村
奈
良
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
奈
良

野
村
野
村

午
後

村
瀬

野
村

野
村
奈
良
奈
良
奈
良
野
村

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
村
瀬

野
村
村
瀬
奈
良
奈
良
村
瀬

野
村
村
瀬

タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。
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　こんにちは、理学療法科（リハビリ）です。当院では理
学療法士 2 名が、「明るく・楽しく」をモットーに日々患者
さんの身体機能回復のお手伝いをしております。具体的に
は、寝ている状態から、寝返りをうって起き上がり、安定
して座れたら、立上がり歩くといういわゆる「基本的動作」
が自立出来るように、関節を動かしたり、筋力・体力アッ
プのための運動をしたりしていくところです。特徴として
は高齢の方が転倒して大腿骨（太ももの骨）を骨折し治療
する例が多いです。入院している患者さんがリハビリして
いる楽しいおしゃべりの場となっております。リハビリに
来ているのか、おしゃべりに来ているのか？（笑）どちら
も楽しく出来る場所がここにあ
ります。入院中の楽しい場所と
して理学療法科があります。診
療時間は月～金曜、午前は外来、
午後からは入院の患者さんを主
に行っております。何かありま
したらいつでもご相談ください
ね。

職場紹介（理学療法科）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科
午前　月～金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。 52-0036 内線112　電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　12日・17日・18日・26日・31日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科
午前　12日・26日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　11日・18日・25日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日（3日祝日のため2日診療）
神 経 内 科 　　　６日・13日

外来診療体制
5 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

函館年金事務所の「事務相談所」のご案内
　 函 館 年 金 事 務 所 で は、「 事 務 相 談 所 」を 開 設 し て お り ま す。
　平成 28 年５月から平成 29 年３月までの日程は下記のとおりとなってお
ります。
　なお、事前予約制となっており、定員になり次第締め切らせていただき
ますので、ご了承下さい。
　ご来場時には基礎年金番号のわかるもの（年金手帳・年金証書等）のほ
か、相談者本人であることを確認できるものをご持参ください。

予約先 江差町役場　町民福祉課　国保医療係　電話 0139-52-6725
場　所 江差町役場（１階に案内看板があります）

日　時

　５月２４日（火）

１０：００～１５：３０

　６月２３日（木）
　７月２６日（火）
　８月２３日（火）
　９月２７日（火）
１０月２５日（火）
１１月２２日（火）
１２月２０日（火）

９：３０～１５：００　１月２４日（火）
　２月２１日（火）
　３月２３日（木）

ねんきんの窓

【山火事を発生させない心がけ】山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

今年もやります男だけの教室！
あなたも参加してみませんか！

平成 28 年度　第１回
男のためのお達者教室
日　時）５月 18 日（水）
　　　　午後 1：30 ～ 3：00
場　所）高齢者ふれあいセンター
　　　　（ケアセンターおとべ隣）

男の料理教室
日　時）５月 25 日（水）
　　　　午前 10 時～
場　所）高齢者ふれあいセンター

乙部町地域包括支援センター　

☎６２－５８４５（担当　柏谷）
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広報 町 の 人 口
= 3 月末現在 =

世帯数　1,928（+４）〈+８〉

人　口　3,952（−17）〈−58〉
　男　　1,822（−11）〈−32〉
　女　　2,130（−６）〈−26〉

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減
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間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用
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5月は固定資産税（第１期）の納期限です。


